
介紹

と
ど
め
ら
れ
て
お
り
、
編
者
の
永
島
氏
は
、
前
二

二
の
編
集
に
も
携
わ
ら
れ
た
の
で
、
史
料
の
選
択

等
に
遣
漏
は
な
い
。
今
回
の
書
物
と
あ
わ
せ
て
、

三
部
作
と
も
い
う
べ
き
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
ひ
と
つ
の
短
所
を
あ
げ
る
と
、
店
印
な
ど

を
示
す
た
め
と
し
て
影
印
図
版
で
掲
げ
ら
れ
た
約

四
〇
ペ
ー
ジ
の
史
料
が
、
意
図
に
及
し
て
必
ず
し

も
鮮
明
で
な
い
部
分
の
あ
る
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。

黒
田
家
文
書
が
所
有
者
に
よ
る
選
別
保
存
を
受
け

た
も
の
で
、
他
の
史
料
が
焼
却
さ
れ
た
ら
し
い
の

は
誠
に
残
念
だ
が
、
そ
れ
も
内
容
が
す
ぐ
れ
て
い

る
か
ら
で
、
こ
れ
を
機
会
に
他
の
家
々
の
文
書
調

査
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
（
A
5
版
　
七
〇
〇
頁
　
口
絵
写
植
具
六
頁
　
史

　
　
　
料
編
六
〇
〇
頁
　
解
説
研
究
編
八
四
頁
　
参
考

　
　
　
文
献
・
年
表
つ
ぎ
、
一
九
七
八
年
三
月
　
思
文

　
　
　
閣
出
版
　
一
〇
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
　
京
都
大
学
助
教
授
）

門
脇
禎
二
著

『
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
』

　
本
書
は
、
十
年
余
に
わ
た
る
著
老
の
「
大
化
改

新
」
批
判
、
　
『
日
本
書
紀
』
の
史
料
批
判
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
部
を
堤
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
第
一
部
「
豊
浦
大
臣
蘇
我
毛
人
」
、

第
二
部
「
『
大
臣
』
蘇
我
大
郎
鞍
作
」
と
い
う
二

部
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
蝦
夷
・
入
鹿
の
人
物

像
が
「
『
日
本
書
紀
』
を
編
纂
・
述
作
し
た
古
代
貴

族
の
史
観
と
通
念
」
及
び
「
近
代
の
教
育
・
文
化

政
策
の
も
と
で
培
わ
れ
た
国
家
観
や
歴
史
意
識
」

に
よ
っ
て
二
上
に
歪
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
著
者

は
、
　
「
は
じ
め
に
－
叙
述
の
前
提
－
偏
に
お
い
て
、

『
製
本
書
紀
』
の
性
格
、
七
世
紀
前
半
の
宮
廷
制

度
、
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
の
名
に
検
討
を
加
え
、
上

述
の
如
き
歪
み
か
ら
「
宿
ら
を
解
き
放
っ
て
考
え

て
ゆ
」
こ
う
と
す
る
。

　
二
人
の
名
前
に
つ
い
て
の
み
紹
介
す
る
と
、
ま

ず
蝦
夷
は
噸
日
本
書
紀
』
で
は
こ
の
用
字
に
統
一

さ
れ
て
い
る
が
、
『
上
葉
聖
徳
法
王
帝
説
』
に
「
蘇

我
豊
浦
毛
人
大
臣
」
と
見
え
る
如
く
「
毛
人
」
が

本
来
の
用
字
で
あ
り
、
　
「
蘇
我
大
臣
」
　
「
豊
浦
大

臣
」
が
通
称
で
あ
っ
た
。
蝦
夷
は
侮
蔑
の
用
字
で

あ
り
『
日
本
書
紀
』
の
編
者
が
こ
と
さ
ら
に
毛
人

を
変
え
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
入
鹿
は
本
来
、
蘇

我
林
臣
鞍
作
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
古
事
記
』
仲
哀

天
皇
条
に
斎
え
る
応
神
と
伊
著
沙
和
気
大
神
と
の

易
名
伝
承
に
登
場
す
る
入
鹿
（
海
隊
）
に
因
ん
で

入
鹿
と
さ
れ
、
　
「
か
れ
の
借
越
行
為
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
天
皇
や
殺
害
し
た
山
背
大
兄
王
に
対
す
る

蘇
我
大
郎
鞍
作
の
稼
れ
襖
い
が
さ
れ
て
い
る
」
と

す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
蝦
夷
・
牡
鹿
と
い
う
名
そ
の
も
の

に
す
で
に
潤
色
の
あ
と
を
見
る
著
者
は
、
以
下
の

叙
述
を
豊
浦
大
臣
（
毛
人
）
・
蘇
我
大
郎
鞍
作
と
い

う
本
来
の
名
で
す
す
め
て
い
く
。

　
第
一
部
「
豊
浦
大
臣
蘇
我
毛
人
」
は
、
さ
ら
に

西
章
に
わ
か
れ
第
一
章
で
は
蘇
我
馬
子
と
物
部
守

屋
の
妹
と
の
間
に
生
ま
れ
河
内
の
豊
浦
で
育
っ
た

毛
人
の
生
い
た
ち
に
ふ
れ
、
第
二
章
で
は
彼
の
政

治
的
舞
台
へ
の
初
登
場
の
場
で
あ
る
推
古
十
年
の

新
羅
使
引
見
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
三
章
で
は
、

父
罵
子
の
死
後
問
族
の
最
有
力
考
た
る
叔
父
境
家

臣
摩
理
勢
を
減
ぼ
し
て
、
岡
族
の
山
背
皇
子
で
は

な
く
田
村
皇
子
（
離
層
）
の
即
位
を
毛
人
が
決
断

す
る
過
程
を
描
き
、
彼
が
名
実
と
も
に
大
臣
の
地

位
を
確
立
し
た
歩
み
を
明
ら
か
に
し
、
第
四
章
に

お
い
て
毛
人
と
語
明
の
関
係
が
次
第
に
疎
遠
化
し

て
い
っ
た
こ
と
を
説
く
。

　
第
二
部
「
『
大
臣
』
蘇
我
大
郎
鞍
作
」
も
四
章

か
ら
な
り
、
第
一
章
で
は
鞍
作
の
生
立
ち
、
彼
が

僧
妥
の
学
堂
に
学
び
唐
の
新
知
識
に
ふ
れ
た
こ
と
、

豊
浦
大
臣
が
欝
明
の
後
に
山
背
大
兄
で
は
な
く
大

后
宝
皇
女
（
皇
極
）
を
即
位
さ
せ
た
こ
と
、
朝
鮮

三
国
を
め
ぐ
る
外
交
関
係
の
緊
迫
等
を
説
き
、
蘇

我
氏
専
権
の
事
例
と
解
さ
れ
て
い
る
骨
檬
岡
の
邸

151 （151）



宅
に
つ
い
て
、
外
交
の
緊
迫
に
対
応
す
る
た
め
の

も
の
と
の
注
目
す
べ
き
解
釈
を
提
示
す
る
。
第
二

章
で
は
朝
廷
内
部
で
の
官
人
勢
力
の
変
化
、
皇
極

と
蘇
我
氏
と
の
対
立
が
百
済
大
寺
の
再
建
・
飛
鳥

板
蓋
宮
造
営
を
め
ぐ
っ
て
皇
極
二
年
頃
か
ら
露
呈

し
た
と
説
く
。
第
三
章
で
は
豊
浦
大
臣
に
よ
る
紫

冠
の
私
授
に
よ
っ
て
父
と
並
ん
で
政
局
の
中
枢
に

出
て
き
た
鞍
作
が
中
宮
王
家
を
滅
ぼ
し
た
事
件
の

原
因
・
経
過
・
影
響
に
ふ
れ
、
第
四
章
で
は
い
わ

ゆ
る
乙
巳
の
変
（
蘇
我
本
宗
家
減
張
事
件
）
の
直

接
的
原
因
と
し
て
、
鞍
作
の
難
波
遷
宮
計
画
が
あ

っ
た
と
す
る
。

　
以
上
き
わ
め
て
大
雑
把
な
紹
介
を
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
分
析
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
毛
人
・
鞍
作

像
は
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
毛
人
は
父
馬
子

の
死
後
実
力
で
大
臣
の
地
位
を
か
ち
と
り
、
鞍
作

は
毛
人
か
ら
大
臣
の
地
位
の
象
徴
た
る
紫
冠
を
授

け
ら
れ
政
局
の
中
椙
に
登
場
し
た
。
ま
た
彼
ら
の

政
治
的
立
場
と
し
て
は
、
毛
人
は
い
ま
だ
氏
族
的

思
考
の
枠
内
に
留
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
鞍
作

は
唐
の
新
知
識
に
ふ
れ
、
そ
れ
に
学
ん
だ
〃
新
式

の
政
治
”
を
め
ざ
し
、
対
唐
接
近
を
図
る
た
め
難

波
遷
宮
計
画
を
す
ら
も
っ
た
か
な
り
開
明
的
な
政

治
家
と
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
著
者
が
こ
の
よ
う
な
人
物
像
を
導
き
だ
し
た
方

法
は
徹
底
し
た
『
日
本
書
紀
』
の
史
料
批
判
と
そ

の
他
の
堅
忍
・
外
国
史
料
の
検
討
に
よ
る
歴
史
の

再
構
成
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
碍
本
書
紀
』

の
「
逆
臣
」
蝦
夷
・
入
館
と
い
う
像
と
は
か
な
り

異
な
っ
た
二
人
の
人
物
像
を
拙
き
だ
す
こ
と
に
成

功
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
但
し
、
い
く
つ
か
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

二
人
の
名
に
つ
い
て
い
え
ば
、
先
ず
毛
人
で
は
東

夷
と
し
て
の
蝦
夷
と
、
『
藤
原
家
伝
』
の
「
必
有
一
…

へ夷
レ
宗
之
禍
こ
と
い
う
意
識
の
二
つ
が
「
毛
人
↓

蝦
夷
」
と
い
う
易
名
へ
の
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
が
、
両
者
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
不
関

確
な
点
が
残
る
。
ま
た
蝦
夷
と
い
う
字
に
強
い
蔑

視
感
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、

造
東
大
専
司
長
官
と
し
て
有
名
な
佐
伯
今
毛
人
を

今
黒
蟻
と
蓑
現
す
る
例
も
あ
る
。
こ
う
し
た
例
を

も
含
め
た
分
析
が
望
ま
れ
た
。
鞍
作
に
つ
い
て
も
、

『
古
事
記
』
の
雷
名
伝
承
の
影
響
で
入
鹿
と
さ
れ

た
と
の
推
論
の
根
拠
は
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な

い
と
考
え
る
。
古
名
伝
承
は
『
日
本
碧
紀
』
に
も

見
え
る
が
　
（
応
神
即
位
前
紀
）
、
そ
こ
に
は
入
鹿

の
話
が
で
て
こ
な
い
こ
と
も
、
易
名
伝
承
と
入
鹿

の
結
び
つ
き
に
い
さ
さ
か
疑
聞
を
抱
か
せ
る
点
で

あ
る
。

　
ま
た
鞍
作
の
開
明
性
の
重
要
な
指
標
た
る
難
波

遷
宮
計
画
に
つ
い
て
は
、
皇
極
楽
に
特
徴
的
な
予

兆
記
事
及
び
『
無
徳
太
子
伝
暦
』
首
引
の
　
「
里

謡
」
か
ら
の
立
論
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
そ
れ
ら

の
史
料
の
よ
り
深
い
検
討
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
も
は
や
『
日
本
書
紀
』
が
描
く
蘇

我
氏
像
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。

今
後
一
層
の
『
日
本
書
紀
』
の
史
料
批
判
と
そ
こ

か
ら
導
か
れ
る
蘇
我
氏
像
再
構
成
の
深
化
は
著
者

の
み
な
ら
ず
後
学
の
者
の
責
務
で
あ
ろ
う
。
尚
、

本
書
を
よ
り
一
層
理
解
す
る
た
め
に
は
、
本
書
と

ほ
ぼ
時
を
隅
じ
く
し
て
刊
行
さ
れ
た
同
じ
著
看
に

よ
る
『
新
…
版
飛
…
猟
鳥
』
　
（
N
H
K
ブ
ヅ
ク
ス
）
を
あ

わ
せ
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

　
　
　
（
諸
隊
判
・
一
六
七
頁
、
一
九
七
七
年
一
二
月
刊

　
　
人
物
叢
書
一
七
七
　
隠
州
弘
文
館
　
穴
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
（
館
野
和
己
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

松
山
　
宏
著

『
武
者
の
府
　
鎌
倉
』

　
本
書
は
日
本
文
化
の
会
編
『
記
録
・
都
市
生
活

史
』
の
第
二
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
松
由
宏
氏
の
中
世
都
市
に
関
す
る
研
究
は
、

先
年
上
梓
さ
れ
た
氏
の
論
文
集
『
日
本
中
世
都
市
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